
■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
24

隠れた対馬 の名所を巡 る

冬
を
思
わ
せ
る
景
色�

　
日
に
日
に
暖
か
く
な
っ
て
く
る

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
冬
を
思
わ
せ

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
つ

目
は
、
先
月
号
の
冒
頭
で
も
紹
介

し
ま
し
た
「
鰐
浦
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
」
で
す
。

　
こ
の
鰐
浦
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は

国
内
最
大
の
自
生
地
で
国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
の
初
旬
、
ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
頃
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
純
白

の
花
が
鰐
浦
の
集
落
を
囲
む
山
々
を
真
っ

白
に
染
め
、
ま
る
で
雪
山
を
見
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。

　
２
つ
目
は
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
開
花
時

期
か
ら
１
ヶ
月
後
に
厳
原
町
の
士
富
地
区

で
見
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
で
す
。

　
乱
舞
も
綺
麗
で
す
が
、
舞
い
疲
れ
た
無

数
の
蛍
が
清
流
沿
い
に
立
ち
並
ぶ
木
々
に

と
ま
っ
て
、
淡
い
灯
を
点
け
た
り
消
し
た

り
す
る
様
は
、
ま
る
で
ツ
リ
ー
に
灯
を
点

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
の
よ
う
で
す
。
サ

ン
タ
さ
ん
が
ソ
リ
に
乗
っ
て
降
り
て
く
る

の
で
は
、
と
空
を
見
上
げ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
く
ら
い
幻
想
的
で
神
秘
的
な
美
し

さ
で
す
。

　
幽
玄
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
度
、
家
族
や

友
人
と
一
緒
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部
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対
馬
を
題
材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

　
　
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が
対
馬
、
壱
岐

市
内
の
37
郵
便
局
で
３
月
５
日
か
ら
６

月
４
日
ま
で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郵
便
局
株
式
会
社
九
州
支
社
が
「
豊

か
な
自
然
と
悠
久
の
歴
史
、
国
境
の
島

対
馬
２
０
０
９
」と
銘
打
ち
、対
馬
だ
け

に
自
生
す
る
「
ハ
ク
ウ
ン
キ
ス
ゲ
」
や

「
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
」、
国
の
天
然
記
念

物
「
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
」、
野
鳥
の「
ヤ

マ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
な
ど
島
を
代
表
す
る

動
植
物
10
種
類
が
切
手
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
シ
ー
ト（
10
枚
）１
２
０
０
円
）

　
こ
の
ご
当
地
記
念
切
手
は
、
千
部
発

行
さ
れ
、
島
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組

み
。
同
支
社
で
は
「
こ
の
切
手
が
、
島

の
Ｐ
Ｒ
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば
」
と

期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
発
売
後
の
反
響

も
好
評
の
よ
う
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
・
同
支
社
営
業
本
部

　
　
☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
５
２
８
２

　３月３日、厳原町小茂田の民家近くの田んぼに北帰行の

マナズル約100羽が立ち寄りました。

　九州と朝鮮半島の間に位置する対馬は、渡り鳥の絶好の

休息地で、特に上県町佐護で休息する姿が３月末まで見ら

れます。小茂田地区に沢山のマナヅルが飛来するのは始め

てで、近くに住む齋藤信子さんは「２日の夜やかましい鳴

き声で眠れなかった。朝、沢山のツルが、田んぼにいたの

でびっくりしました」と話してくれました。

　餌をついばんだり羽を広げ羽繕いをする優雅な姿は、訪

れたカメラマンや住民の目を楽しませていました。

士富のゲンジボタルの乱舞�
（柳田政則さん提供）�

小茂田地区に珍客が�

島
の
薫
り
が
満
載�


